











































































































































































財団法人橋本循記念会により第 6 国産北賞を受賞している。また『清末民初小説目録~ W清
末民初小説年表~ W日本清末小説研究目録』などは、資料の整理に力を注ぐ氏の姿勢をよく
あらわlしており、当該分野における研究者にとって、有用な研究資料を提供するものとし
て、高く評価されている。その結果、『清末民初小説目録~ W清末民初小説年表』は第 9回
葦北賞を受賞している。
今回の提出論文『初期商務印書館研究』は、清末小説に関するこのような地道な資料の
整理作業と研究活動のなかから生まれた樽本氏の初の専門的著作であり、清末民初におけ
る文学書や雑誌、各種教科書の出版を担った商務印書館という書庖の草創期を扱った労作
である。
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氏は「作品、作家、出版社の三方面から清末小説は研究されなければならないJr商務印
書館研究は清末小説研究に欠かせない部分を構成するj という認識に立ち、文学研究者と
しての問題意識で、書庖の創設から創立者夏瑞芳の死にいたる初期商務印書館を論じてーお
り、その意味で本論文は、氏の清末小説研究全体を補完する意味をもっている。
論文の構成は、全四章立てで、各章の表題は以下の通りである。
第一章商務印書館
第二章金港堂
第三章 日中合弁
第四章商務印書館の精神分析
第一章は、キリスト教会関係の印刷物を請け負う小さな印刷会社として出発した商務印
書館の創立にかかわった人物、初期の出版物、教科書編纂事業、また日本の資本を導入す
るにいたる要因である経営の困難などについて、詳細にその実態を論述している。第二章
では、日本の出版社金港堂の概略、長尾雨山ど教科書疑獄事件、金港堂の大陸進出計画、
娘婿で三井物産上海支庖長である山本条太郎を通じた金港堂社主原亮三郎による商務印書
館への投資の背景が明らかにされる。第三章は、中国側関係者の証言を吟味しつつ、商務
印書館が日中合弁的経営を取り入れた事情を叙述するとともに、辛亥革命前後の中華民族
主義によって外資導入が批判されたことを背景として、純粋中国資本を標梼するライバル
出版社の攻勢を受ける立場にあったことを明らかにし、それが商務印書館の日本資本回収、
合弁関係清算の原因であったことを指摘している。初期商務印書館は創立者夏瑞芳の死で
終りを告げるが、それが中華民族主義による暗殺であったことは示唆的である。最後の第
四章は、第三章を受けて、商務印書館にはその後も「日中合弁」を隠す傾向があることを
指摘し、現在でも初期における民族主義攻勢のトラワマから立ち直っていない商務印書館
が、「日中合弁」において利益を得たことから目をそむける心理を有していると分析する。
業績審査の過程において、一部に見られるエッセイ風の文体、注釈の付け方、一部資料
の扱いの妥当性に関して異なる意見が出されたが、審査委員全体としては、本論文が中国
の巨大出版社である商務印書館の創立から創立者の死にいたる「初期商務印書館」の実態
に関して大量の中国側資料を渉猟し、、また日本の金港堂に関する資料を丹念に掘り起こし
た結果書き上げられた、中国現代史研究、中国文学史研究、日中文化交流史研究のいずれ
の領域においても前例のない先駆的研究成果である、という点で意見が一致した。特に金
港堂の経営の実態を詳述し、長尾雨山と教科書疑獄事件を扱った第二章部分は、中国の研
究者には調査困難な事実も含まれており、今後の当該分野の研究に貴重な資料を提供する
ものであるとともに、中国におけるあらたな研究の展開にも寄与するものである。
商務印書館の教科書出版が、清朝統治下における国民の形成・統合を背景とするもので
あり、中華書局との教科書をめぐる蟻烈な競争において表れた中華民族ナショナリズムと
対立する必然性をもっていたことは、論として十分展開されてはいないが、それを明らか
にするだけの資料め掘り起こしは成されており、今後の研究の展開に関しても期待できる
ものである。
以上の審査内容に基づき、本審査委員会は、本論文が博士の学位に値するものであると
判断する。
平成 15年7月 1日
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